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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ハウジングと、本体ハウジングに収容されるモータと、外部に突出するように前記
本体ハウジングに固定される固定刃と、前記モータに駆動されて前記固定刃に摺動する可
動刃と、前記可動刃と前記固定刃で切断した毛を収容する毛髪収容室と、前記本体ハウジ
ングの外表面に沿ってスライドして前記毛髪収容室を外部に対して開閉する蓋と、を有し
、
前記蓋を開いて前記毛髪収容室を外部に開放する場合に、前記可動刃の根元部に直交する
仮想面に対して本体ハウジング側の領域にまで前記蓋がスライドして退避するように設け
、
前記蓋を前記領域にスライドさせた状態で、前記可動刃の鉛直方向に前記蓋が位置しない
ようにして、前記可動刃に鉛直方向から水をかけられるようにしたことを特徴とするヘア
カッター。
【請求項２】
　前記毛髪収容室に、外部に連通する水抜き孔を設けたことを特徴とする請求項１に記載
のヘアカッター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、切断した毛髪を収容する毛髪収容室を有し、その毛髪収容室を外部に対して
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開閉する蓋を備えたヘアカッターに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、図４（ａ），（ｂ）に示すような、切断した毛髪を収容する毛髪収容室１５
を有し、その毛髪収容室１５を外部に対して開閉する蓋１６を備えたヘアカッター１０が
提案されている（特許文献１参照）。
【０００３】
　ヘアカッター１０は、図３に示すように、本体ハウジング１１と、本体ハウジング１１
の前端部に固定される固定刃１２と、本体ハウジング１１の後部に収容されるモータ１３
と、モータ１３に駆動されて固定刃１２に摺動する可動刃１４と、から構成される。
【０００４】
  そして、本体ハウジング１１の前端部には、固定刃１２と可動刃１４で切断された毛髪
が収容される毛髪収容室１５が設けてある。さらに、本体ハウジング１１には、この毛髪
収容室１５を外部に対して開閉する蓋１６が回動自在に取り付けてある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公昭５９－００７９０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記構成のヘアカッター１０は、蓋１６を図３に示す位置までしか回動させることがで
きない。そのため、毛髪収容室１５を水洗いするために可動刃１４が水平になるようにヘ
アカッター１０を傾けると、蓋１６が邪魔になって、水洗いがしにくいという問題があっ
た。
【０００７】
　そこで、本発明は、切断した毛髪を収容する毛髪収容室の水洗いがしやすいヘアカッタ
ーを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明のヘアカッターは、本体ハウジングと、本体ハウジン
グに収容されるモータと、外部に突出するように前記本体ハウジングに固定される固定刃
と、前記モータに駆動されて前記固定刃に摺動する可動刃と、前記可動刃と前記固定刃で
切断した毛を収容する毛髪収容室と、前記本体ハウジングの外表面に沿ってスライドして
前記毛髪収容室を外部に対して開閉する蓋と、を有し、前記蓋を開いて前記毛髪収容室を
外部に開放する場合に、前記可動刃の根元部に直交する仮想面に対して本体ハウジング側
の領域にまで前記蓋がスライドして退避するように設け、前記蓋を前記領域にスライドさ
せた状態で、前記可動刃の鉛直方向に前記蓋が位置しないようにして、前記可動刃に鉛直
方向から水をかけられるようにしたことを特徴とする。
【００１３】
　また、前記毛髪収容室に、外部に連通する水抜き孔を設けることが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のヘアカッターは、切断した毛髪を収容する毛髪収容室の水洗いがしやすい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態のヘアカッターの側面断面図を示す。
【図２】同上のヘアカッターの斜視図を示し、（ａ）は蓋を閉じた状態であり、（ｂ）は
蓋を最大限開いた状態である。
【図３】従来のヘアカッターの側面断面図を示す。
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【図４】同上のヘアカッターの斜視図を示し、（ａ）は蓋を閉じた状態であり、（ｂ）は
蓋を最大限開いた状態である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態の一例を添付図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１に示す第一の実施形態のヘアカッター１は、本体ハウジング２と、本体ハウジング
２内に収容されるモータ３と、本体ハウジング２の一端に固定される固定刃５と、モータ
３に駆動されて固定刃５に摺動する可動刃６と、を備える。そしてさらに、固定刃５と可
動刃６で切断された毛髪が収容される毛髪収容室２１と、この毛髪収容室２１を外部に対
して開閉する蓋８と、を備える。本実施形態のヘアカッター１は、固定刃５と可動刃６で
切断した毛髪を本体ハウジング２内の毛髪収容室２１に溜めながらヘアカットを行うもの
であり、ヘアカット後は、この毛髪収容室２１を水洗い可能なものである。
【００１８】
　本体ハウジング２は、片手で把持可能な筒状のものであり、その内側の一方に毛髪収容
室２１を備え、その内側の他方にモータ３が収容されるモータ収容室２０を備える。モー
タ収容室２０には、モータ３に電力を供給する電池等で構成される電力供給部（図示せず
）も収容される。本体ハウジング２の外表面には、モータ３と電力供給部との電気的接続
をオン・オフ操作する操作部７が取り付けられている。以下、図１に示すように、可動刃
６及び固定刃５が水平となるようにヘアカッター1を傾けた状態を基準として、本体ハウ
ジング２において、毛髪収容室２１側を前側、モータ収容室２０側を後側とし、操作部７
側を上側、その反対側を下側とする。
【００１９】
　操作部７は、本体ハウジング２の外表面に沿って前後方向にスライドし、一方にスライ
ドした状態でモータ３と電力供給部との電気的接続をオンにし、他方にスライドした状態
でその電気的接続をオフにする。
【００２０】
　モータ収容室２０と毛髪収容室２１とは、分離壁２２で前後方向に区画されている。分
離壁２２には、モータ３のモータ軸３０が貫通しており、モータ軸３０の前端部分が毛髪
収容室２１に配置される。
【００２１】
　モータ軸３０の前端には、モータ軸３０の軸心からずれた位置に偏心ピン３２が一体に
形成されている。そして、毛髪収容室２１には、図２（ｂ）に示すように、偏心ピン３２
に係合して往復運動する駆動力伝達部４が設けられている。
【００２２】
　可動刃６及び固定刃５は、平板状の基部の端部から複数の歯が一列に並んで突出した櫛
状のものである。可動刃６は、その基部に駆動力伝達部４が固定されており、モータ３の
回転によって、可動刃６の歯が並ぶ方向に往復運動を行う。
【００２３】
　毛髪収容室２１は、本体ハウジング２の前端部分に設けられており、分離壁２２と、本
体ハウジング２の前端部分の両側壁２４，２４と、本体ハウジング２の前端部分下部のガ
イド壁２５とで囲まれる空間である。毛髪収容室２１は、図１に示すように、上方に開口
２６を有する。なお、ガイド壁２５は、分離壁２２に貫通するモータ軸３０と略平行な後
端部分と、その後端部分からモータ軸３０の軸中心に近づく方向に向いて延びる前部分と
から構成される。
【００２４】
　ガイド壁２５の前端部には、固定刃５の基部が固定される。固定刃５の歯部（複数の歯
）は、ガイド壁２５よりも前方（外部）に突出している。なお、ガイド壁２５の前部分と
、固定刃５の歯部は、略平行である。つまり、固定刃５の歯部が水平となるようにヘアカ
ッター１を傾けた状態において、毛髪収容室２１の底を成すガイド壁２５の前部分も水平
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となる。この固定刃５の歯部に、可動刃６の歯部が重なり合うように可動刃６は配置され
ている。可動刃６は、固定刃５の歯が並ぶ方向に往復運動を行い、固定刃５に摺動する。
ここで、固定刃５と可動刃６とガイド壁２５の前部分とは略平行となっている。
【００２５】
　毛髪収容室２１の開口２６は、本体ハウジング２の上面（外表面）に取り付けられた蓋
８によって、開閉される。
【００２６】
　蓋８は、モータ収容室２０上方の本体ハウジング２の外表面と、毛髪収容室２１側方の
両側壁２４，２４の上端内面に沿って前後方向にスライドし、図２（ａ）に示すように、
蓋８の前端部が、可動刃６の歯部の手前まで前方にスライド可能となっている。この蓋８
の前端部と可動刃６の歯部の間の隙間が、ヘアカット時に切断された毛髪が入り込む隙間
となっている。
【００２７】
　蓋８は、最前方までスライドした状態（図２（ａ）の状態）で、毛髪収容室２１を外部
から隠す状態となる。また、蓋８は、最後方までスライドさせた状態（図２（ｂ）の状態
）で、毛髪収容室２１を外部に対して最大限開放した状態となる。
【００２８】
　ここで、図１に示すように、可動刃６の先端部（可動刃６の歯部）に直交する面を仮想
面Ｓ１、可動刃６の根元部（可動刃６の基部）に直交する面を第二仮想面Ｓ２とする。仮
想面Ｓ１と第二仮想面Ｓ２とは、互いに平行な面であり、可動刃６の摺動方向に平行であ
り、且つ可動刃６の歯部の突出方向に直交する仮想の面である。
【００２９】
　蓋８は、最後方にスライドした状態では、図１に示すように、仮想面Ｓ１及び第二仮想
面Ｓ２と交わらない。つまり、可動刃６を水平にし、蓋８を最後方までスライドした状態
で、可動刃６の先端部の鉛直方向及び可動刃６の根元部の鉛直方向には、蓋８が位置しな
いものとなっている。このように、蓋８は、その全体が、仮想面Ｓ１及び第二仮想面Ｓ２
に対して本体ハウジング２側の領域まで退避するように設けられている。
【００３０】
　そのため、本実施形態のヘアカッター１は、可動刃６を水平にし、蓋８を最後方までス
ライドした状態で、蓋８に邪魔されることなく、可動刃６の先端部，根元部，両側部に鉛
直方向から水をかけることができるので、毛髪収容室２１の水洗いがしやすいものとなっ
ている。
【００３１】
　ここで、可動刃６の両側部は、切断後の毛くずが詰まり易い部分であるが、このように
直接水を鉛直方向からかけることができるので、毛くずの除去がしやすくなっている。
【００３２】
　また、この状態で、水ではなく油を差すことも可能であるので、可動刃６の焼き付き防
止を好適に行える。
【００３３】
　また、本実施形態のヘアカッター１は、可動刃６が水平になるようにヘアカッター1を
傾けた状態で、開口２６を通じて、可動刃６を鉛直方向に開放させることができる。
【００３４】
　一方、図１に示すように、蓋８を最後方までスライドさせた状態では、蓋８の裏面８０
の略全体は、モータ収容室２０上方の本体ハウジング２の外表面に重なる。この状態で、
蓋８の前端部分は、毛髪収容室２１の開口２６に位置する。しかし、毛髪収容室２１の開
口２６の後方部分には、蓋８の前端部分の裏面８０を毛髪収容室２１に対して覆う遮蔽部
２７が設けてある。そのため、この最後方までスライドさせた状態で、蓋８は、その裏面
８０の全体又は略全体が、毛髪収容室２１に対して覆われた状態となる。
【００３５】
　このような構成とすることで、本実施形態のヘアカッター１は、蓋８を開いて毛髪収容
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室２１の水洗いを行っても、蓋８の裏面８０には水洗いの水が当たり難い。そのため、本
実施形態のヘアカッター１は、水洗いが終わって蓋８を閉じても、蓋８に付着した水分が
毛髪収容室２１に滴下することが少ないので、カビ等の発生を抑制できるものとなってい
る。
【００３６】
　ところで、図示はしていないが、毛髪収容室２１には、外部に連通する水抜き孔を設け
ることが好適である。つまり、ガイド壁２５や、両側壁２４，２４の下部に水抜き孔を設
けることが好適である。このような構成とすれば、可動刃６を水平にし、蓋８を最後方ま
でスライドした状態で、毛髪収容室２１の下部部分に水抜き孔ができる。よって、毛髪収
容室２１に溜まった毛くずを水洗いする場合、水及び毛くずの流れがスムースになり、毛
くずを流出させ易くなる。
【００３７】
　また、ヘアカッター１は、蓋８を開いて毛髪収容室２１を外部に開放する場合に可動刃
６を固定刃５から離す機構を備えることも好適である。このようにすれば、水洗いの際に
蓋８を開いて、固定刃５と可動刃６の間に隙間を確保することができ、可動刃６と固定刃
５の間に挟まった毛くずも容易に洗い流すことができる。
【００３８】
　また、蓋８を閉じて毛髪収容室２１を外部から隠した場合に、モータ３を駆動可能とし
、蓋８を開いて毛髪収容室２１を外部に開放する場合に、モータ３を停止する機構を設け
ることが好適である。また、モータ３を駆動した場合に、蓋８を閉じて毛髪収容室２１を
外部に開放不可とし、モータ３を停止した場合に、蓋８を開いて毛髪収容室２１を外部に
開放可能とする機構を設けることも好適である。これらの機構を設ければ、ヘアカット時
に、切断前の毛髪が毛髪収容室２１の中に入ってモータ３や可動刃６に巻き込まれてしま
うことを抑制することができる。
【００３９】
　また、操作部７には、オン・オフ以外に、モータ３を低速で回転させる洗浄モードを設
けることが好適である。このようにすれば、毛髪収容室２１を水洗いする際に、モータ３
を低速で回転させて、より水洗い性能を向上させることができる。
【００４０】
　上述した構成のヘアカッター１を使用方法の一例について説明する。
【００４１】
　まず、毛髪収容室２１の開口２６を蓋８で閉じる。続いて、操作部７をオン操作してモ
ータ３に電力を供給し、可動刃６を駆動させる。そして、ガイド壁２５を頭に沿わせて刈
り上げていく。この時、可動刃６と固定刃５で挟まれて切断された毛髪が毛髪収容室２１
に収容される。刈り上げが終了したら、操作部７をオフ操作してモータ３を停止する。そ
して、蓋８を開いて、毛髪収容室２１を外部に対して開放状態とする。そして、可動刃６
が水平となるようにヘアカッター1を傾けて、鉛直方向から水をかけ、可動刃６，固定刃
５および毛髪収容室２１を水洗いする。
【００４２】
　続いて、本発明の第二の実施形態のヘアカッター１について説明する。上述した第一の
実施形態のヘアカッター１の構成と同じ構成については説明を省略し、異なる構成につい
てのみ詳しく説明する。図面については、第一の実施形態のヘアカッター１の図１，図２
（ａ），図２（ｂ）を参照されたい。
【００４３】
　本実施形態のヘアカッター１は、蓋８が、本体ハウジング２にスライド自在ではなく、
着脱自在に取り付けられる。
【００４４】
　つまり、毛髪収容室２１を外部に開放する場合には、蓋８を外すことで、仮想面Ｓ１及
び第二仮想面Ｓ２に対して本体ハウジング２側の領域にまで蓋８を退避可能とする。
【００４５】
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　このような構成とすることで、蓋８を退避させれば、可動刃６を水平にした状態で、可
動刃６の先端部，根元部，両側部に鉛直方向から水をかけることができる。また、蓋８を
取り外して、蓋８と本体ハウジング２の間に詰まった毛くずを取り除くことも容易にでき
る。また、取り外した蓋８の裏面８０を、水洗いすることもできる。以上のように、本実
施形態のヘアカッター１は、毛髪収容室２１の水洗いがしやすく、毛くずの除去がしやす
いヘアカッター１となっている。
【００４６】
　続いて、本発明の第三の実施形態のヘアカッター１について説明する。上述した第一の
実施形態のヘアカッター１の構成と同じ構成については説明を省略し、異なる構成につい
てのみ詳しく説明する。図面については、第一の実施形態のヘアカッター１の図１，図２
（ａ），図２（ｂ）を参照されたい。
【００４７】
　本実施形態のヘアカッター１では、蓋８が本体ハウジング２に回動自在に取り付けられ
る。その蓋８は、毛髪収容室２１を外部に開放する場合に、仮想面Ｓ１及び第二仮想面Ｓ
２に対して本体ハウジング２側の領域にまで退避可能とする。
【００４８】
　このような構成とすることで、蓋８全体を、第二仮想面Ｓ２よりも本体ハウジング２側
の領域に退避させれば、可動刃６を水平にした状態で、可動刃６の先端部，根元部に鉛直
方向から水をかけることができる。以上のように、本実施形態のヘアカッター１も、毛髪
収容室２１の水洗いがしやすく、毛くずの除去がしやすいヘアカッター１となっている。
【００４９】
　以上本発明の第一乃至第三の実施形態に示すヘアカッター１は、本体ハウジング２と、
本体ハウジング２に収容されるモータ３と、外部に突出するように本体ハウジング２に固
定される固定刃５と、モータ３に駆動されて固定刃５に摺動する可動刃６と、を有する。
そして、可動刃６と固定刃５で切断した毛を収容する毛髪収容室２１と、毛髪収容室２１
を外部に対して開閉する蓋８と、を有する。さらに、蓋８を開いて毛髪収容室２１を外部
に開放する場合に、可動刃６の先端部に直交する仮想面Ｓ１に対して本体ハウジング２側
の領域にまで蓋８が退避するように設けたものである。
【００５０】
　このような構成とすることで、蓋８を開いて毛髪収容室２１を外部に開放する場合に、
可動刃６の先端部に直交する仮想面Ｓ１に対して本体ハウジング２側の領域にまで蓋８を
退避できる。そのため、可動刃６を水平にし、蓋８を最後方までスライドした状態で、蓋
８に邪魔されることなく、可動刃６の先端部に鉛直方向から水をかけることができるので
、本発明の実施形態のヘアカッター１は、毛髪収容室２１の水洗いがしやすいものとなっ
ている。
【００５１】
　以上、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明したが、本発明は上記の各実施
形態に限定されるものではなく、本発明の意図する範囲内であれば、適宜の設計変更が可
能である。
【符号の説明】
【００５２】
１　　　　　ヘアカッター
２　　　　　本体ハウジング
２１　　　　毛髪収容室
２７　　　　遮蔽部
３　　　　　モータ
５　　　　　固定刃
６　　　　　可動刃
８　　　　　蓋
８０　　　　裏面
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Ｓ１　　　　仮想面
Ｓ２　　　　第二仮想面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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